
第25回総会〕 食物学５

　　　A-8　加熟小麦鞍の粘度とf"ツr y 鉢。奄(t i: SI t I 研t.

　　　　　　I? ILi.･ヽ|短大　o津鳥托予　沓田レイ

　目的　豪者茸。に学の詞理実習4B4,す4ゐわし- 7°10班7"順一fit 材を一斉指碑・形

で違≪てぃi 。咲。マ. 看班が同じ'臓科を|司- 割/I- で便i?i j I が調理品の裁魅iT決し

て一蝶で･? ない. 特＼'Aヽ貴幹t" t"'ろみきフり“r<. /－ス銭,やシチ1.- 等・薦.込々料理l≫

その色や粘度が著IくS. s 端布が多>-' . これらの屋因･j主－しt 'IヽI 齢・一次加熟呆

碍心梱衰Kぶiものと考えh->^i の杓し一冲炒鯖の加熟時r劃や逢度if' 9" X 7°X 糊痕の

粘度こ如151 i-v15 響■? ? かを≪S|べ', あわせ7デンrン粒の蛮叱が礼含履繍しT- 。

　方徳　小わ

ト　1 I a - , プラウッめ5 栓稽t:一-/I: 加勲5 行'f ■>Tt。油a fi 響，タッA' 7 It の影

蟹J(f ? みi ために畑劫＼＝油溥聊i すとt の. 7ン/?ク賃11

新教計I吽俘としね。こJt、らr. 水i no I r ^｀舛凛度のデンr ン乳k.しﾆｰ攻加彝奮行V ■>

･r糊化? ■*ながら遠慮よ,昇I-. 畔う*5度と沸ヒう伎の濠渡碑T r- 愕-J う≪5-I状% をB L

－粘度齢rvil ｔ t r-。li筰a偏t薇執政-i 用い勅?･ の膨湖糊化状犯t 師べμ。

　鏑泉　①加鵬貼遭1? 41 'I-1 粉の粘度が最も而く. －が加熟の鮭M. が違メ.-に仮っマ粘

度n 低下I T-。― 汝vo 払う)■■,%・相I It ぷI 粘度･f･し- が鳥く. 炒紳μ知－加I T~もの

, 炒鳶. :%齢<7iI'llr:低fしか。のf' ッアy紅の膨湖糊化 if 50 'c■･ヽI,みられμ乞で偏≪.

すキガり目。i が'油が存柘f % 乙a ≪i湿度 If高慮佩俘移I* t I ' ①冷まF粘度＼^ 0り¨れの

靖彦も彿とう時｛粘度,ﾀり高くV ，μ，一次加熱程度の低>･･ ものI享どμ度≫柘く，油

の邨在。－:j ft粘遭を高めS . 淳絢^* ,ヽf 舶iこ比べ' T I Lくμ産'? likVヽ，

　　　Ａ－9　調理におけるカルシウあのお動につぃて（泰7薦）-かっを剛危子

　　　　　　のた'I の錫合一　　　　　　武庫川女ヽ八参,玖伺

　目的調理に順ヽヽゐ/八の材料には飢含有量の高い＆のが多く，だi い乙ゐ際にこ

れらのCiiダ/心中に-iリラく殆淑tて州即はなのらヽ根給μ^＼ 'iり'A乱　これら麟

身ヽ十のQiがだいわ乱゛｀の礼農法^^ t いヽパヽつり卜危干につぃてはの煥点状態い

･;べ/乱秀千にぽ際に/へいいる賜冷は頭で内臓を郎ヽて和ヽゐので, 元干にフい1

nt

づしかtC { ＼ X ゐ。弓　こ。だトド漆函賃ゐc匹っヽヽてI瀬:ii ( 几

　方法試料渫劃いヽつりド^はヱダ，危子では２～4μ八i だ。ひの烋ぶは調理方

茲に基,べ水洗丸牡浪浪ヽれr の加報丿今塩廃波ヽﾔびの岸流浪瓦加剱町り八。は

の叉｛は徒東血リキレート滴良広いい八が，ダ荏すシノンをモ')フヅ｀ン故t)影べ

限ヽ r-。1 いくCガの筑μμリりe縦rは満載細難x'あっ八のx渦飢同ﾈ釧色涙刺定

)fiのT心火リりと縦を詞)flけこ。

　勁呆　かフ^ fp <n 仇の法ぷ孝は非影-.高く計～即が'Ch 'ハ食廉の添加･ｕり廃ｊ、

は一濁多くな乱洙干の海出仇至ば塗yにいいヽフu-ト^ 穐以よ£あゐ伺

非わ丿氏～ヵヽフを剛ゑ干のいす心こ見ヽヽてi 幻あ久漬X- り蕗ヱリCA.の廃ま,に＼樋

誦的に籾めて-r ( ではあゐ々びｶnドレヽゐ。基千に対 石食謀の影穿は，涜淡々釘愁

昨＼の■k,ヽものに＼i あらわれゐぺ　4ヽフ今飾＼l ど葦にヽ剽濯はダ々ヽ■n 尺。かフを節，

二んが｀の派かた-1 T-は両方の刹料<|:り潜函(てくゐ仇がﾌ・ラス之れゐのx''，c＆め我爪

面かいX浪合たr [ の-if)-i"A' いこ乞がわかった。


